
地域懇談会意見まとめ（交野みらい校区福祉委員会）
１ 事前アンケートより

現状 強み

● 自治会の加入率が低く、近所づきあいをわずら

わしいと感じている人が多い

● 福祉への関心が低いのは、福祉活動等をしたこ

とがない、自分が何をすればいいかわからな

い、という回答が多い

● ボランティア活動への支援については、情報提

供・活動先の紹介等が求められている

● 災害時や治安など地域の安全・安心に関して重

要だと考えている人が多い

● 様々な状況の人が働ける場の整備等、社会参加

の場に関することへの満足度が低い

● 忙しくて時間が取れないこと、健康に自信がな

いことが地域活動への参加の支障となっている

● 友人・知人、隣近所など、周囲の人に相談した

り手助けを求めている人の割合が減っている

● 福祉に関心があるが、何をすればいいかわから

ないという人が多い

● ボランティア活動をしたことがある人は 3 割程

度で、活動に関する情報提供を多くの人が望ん

でいる

● 犯罪をした人の立ち直りへの協力をしたいと思

う人が少ない理由として、接し方がわからない

という人が多い

● アンケートで 87%以上の人が居住地区を暮らしや

すいと感じており、住み続ける予定という人も

８割以上いる

● 町内会行事などの地域活動に参加意向がある人

は 8 割以上いる

● 参加や手助けができると思う活動では、地域美

化活動・防災対策・日常生活支援などの割合が

高い

● 福祉に関心がある人については、特に高齢者・

認知症・子どもに関する福祉に関心が高い

● 子どもの登下校の見守り等、安心して暮らせる

地域に関する項目への満足度が高い

● 子どもに関するボランティア活動・助け合い活

動の経験がある人、関心がある人が多い

● 地域の行事やまちの清掃活動といった地域での

交流に関する満足度が比較的高い

● 成年後見制度や再犯防止に関する制度等の認知

度が上がっており、啓発活動の効果が見られる

● 福祉に関心がない人でも、居住地域での地域美

化活動や災害・防災対策には参加できると答え

ている人が一定数いる

２ あったら良いな・できたらいいな

「あったら良いな・できたらいいな」としていただいた意見の内容を整理しました。

地域のつながり

と見守り                                                                                                                        

・校区福祉委員の中で登下校の見守りをやりたい

・自治会に皆が入りたいと思えるとりくみ

・マンションの自治会があったらよい

・集まる場が欲しい

・あいさつ運動を全世代で（子ども、保護者、高齢者）

・スタンプラリー：旧私部村の中を子ども達と交流しながら回る(3/25 実施予定)

地域のつなが

りと困りごと

を抱える人                  

・交野市外からきた人も自治体、地域とつながれたらいい

・気軽に相談できる場所

・井戸端会議

・学校に地域からの要望

・学校に要望を言う人こそ孤独・孤立している人かもしれないので、その人を支援してい

くための情報共有（学校と校区福祉など）が出来たら良い

・基本は近所同志のつき合い

・通学が遠い児童生徒は、よその校区へ簡単に入れる体制

地域の人が集まれる機会を作る

地域のつなが

りと安全・安

心   

・各地域のスピーカーが聞こえにくいのでスマホ等でシンプルに出来るように工夫して欲

しい。

・ホームページをもっと見やすくするよう工夫（市民の立場に立ったホームページの作

成）

・みらい小学校がいつまで使用できるか期限の確認が出来れば

・リーダー（ハブ）的存在がいたらどうか？複数チーム

・トイレの確保

・駅前にて各地区が集まり合同訓練をしてはどうか。

・AED が建物の中にあるので不安な時もある、すぐ使いたいもの

・備蓄の防災品（管理する人が必要）



・個人で備蓄する事の大切さを知らせる。

・トイレトラック、ポータブルトイレ、使い捨てトイレなどの知識を知らせる。サロン等

で勉強会）

・一中の土地を防災の拠点とする

地域で育ち地

域を愛する

（郷土愛）                                                                                                                             

・移動手段、集まる場所→場所の確保

・防災、子どものあそび場、サロン

・広報手段

・いきいき（小学生対象）枚方市毎工やっている

・いきいき広場、子ども食堂、サッカー、バドミントンのあと子どもの居場所作り

地域に住む

人・働く人の

強みを活かす

・保護者の協力 きずなを深める

・連絡先収集→物品配布（ペットボトル）と合わせて実施

・有償のボランティアを活用

・個人の防災意識の向上

・出前講座

・移動手段→行政の協力、実施

・あつまる場所→サークル活動活性化

・活動の情報を発信していく

・発信の工夫→ビデオ、絵、SMS

・スマホ教室

・男性の参加がもっと多い方が良い

・マージャン大会。



３ これからできそうなこと

「あったら良いな・できたらいいな」の意見を踏まえ、自分たちが「これからできそうなこと」と

していただいた意見の内容を整理しました。

地域のつながりと

見守り                                                                                                                        

・登下校の見守り

・吹奏楽など子どものイベントと地域のイベントのコラボができると多くの人が参加して

くれそう

・ふれあいと子育てサロンとのコラボが出来たらおもしろい（イモほりなど）

・子どもと高齢者のサロンを合同で行う（場所は学校を利用）

・自治会などで連絡がお互いに把握できるように

・みらい学園で地域が集まる場となるように。みらい学園の地域室（地域ひろば）の活用

・ゴミ清掃

・学校での見守りで時間をきめて集まりあいさつ

・地区の会館を利用して、地区をまきこむ

・自治会で楽しい催し→入ってない方をうらやましがらせる。

・イズミヤを利用

・地域間で意見交換

地域のつながりと

困りごとを抱える

人                  

・こまかいつながりをつくる

・大人のあいさつ運動：ふだんからの皆があいさつする地域に

・有償ボランティアのさらなる活用

地域のつながりと

安全・安心   

・災害時のホームページをもっと見やすく、わかりやすいように工夫する。

・防犯カメラ増設。

・リーダー的存在が複数いたらどうか

・避難場所（各地区）、各地区の人数確認、各自でのトイレの持参

・出前講座で防災をもっとこまかくやっていく

・防災グッズの配布。

・防災無線きこえるようにペットボトル

・防災マップに AED の場所を書き込む

・避難場所をバリアフリーにしてほしい

・相談できる人場所がない（井戸端会議ができるとよい）

・あいさつ運動を広げて、地域を身近にする

・有償ボランティア

・道路の整備

・地域内での移動手段、サークル活動

・世代間交流 子どもの居場所作り

・発表する場所をもうける

・先入観をもたないように情報発信

地域で育ち地域を

愛する（郷土

愛）                                                                                                                             

・学生達のサークル活動

・マージャン

・認知症講座があれば

・子供の遊び場所が学校以外でもあってほしい。（ボール遊び）も出来そうな広さ。

網の高さもあれば。壁あても出来ればうれしい。

・運動系のリクエストが多い

・高齢者の居場所作り。あくまで自分の足で来れる距離がのぞましい

・若い人の協力：PTA 人集めと PR

地域に住む人・働

く人の強みを活か

す

・一人暮らしの人が近所へ連絡先を渡しておく。カード等

・みらい学園の地域室（地域ひろば）の活用

・広く地域としてのスローガンをつくる。（PR）

・環境づくり（広い所、近い所（老人）→体育館の有効利用

・趣味などでつながりをつくる

・不定期に参加できる場をつくる←声かけして PR、他地区もさそう

・リーダーづくり・育成、定期的な会合

・子供の広場、集合場所

・世代間をこえた交流会

・やりたいことの講師を呼んでやってみる。



・広報活動

・グループホームと地域との交流

・ふれあいが大切 ざっくばらんに話す場がほしい


